
「シリコンバレーにおける企業の発展・衰退 」

３

４

2021年2月7日（日）

参加費 無料

松下政経塾 主催

国内４都市のブルーフラッグ認証海岸の関係者が一堂に会する日本初のシンポジウム

第２部 パネルディスカッション

「地域経済のサステナビリティ
〜プラットフォームとしての湘南の可能性〜」

内⽥裕⼦⽒ 〔 経済ジャーナリスト / イノベディア代表 〕
⾕⼝和弘⽒ 〔 慶應義塾⼤学商学部 教授 〕
⼤坪正⼈⽒ 〔 株式会社由紀精密 代表取締役 〕
伊崎⼤義塾⽣〔 松下政経塾 42期⽣ 〕

8：30 〜 11：30

第3部 松下政経塾 ドローン空撮映像 上映

主催 松下政経塾

湘南国際フォーラム2022

１ 開会 ／ 松下政経塾紹介VTR上映

〔⽇時〕 2022年8⽉27⽇(⼟)13:30〜17:00
〔場所〕 松下政経塾 講堂（茅ヶ崎市汐⾒台5-25）

２ 第１部 基調講演

地域経済のサステナビリティ
〜プラットフォームとしての湘南の可能性〜

会場定員150⼈

内⽥裕⼦⽒ ⾕⼝和弘⽒ ⼤坪正⼈⽒

松下政経塾

ドローン空撮映像

初上映!

【参加費】 会場参加 1,000円/⼈ オンライン参加 2,000円/⼈ （申込⽅法は裏⾯参照）

W.マーク・フルーエン⽒
〔 サンノゼ州⽴⼤学 研究教授 〕

※通訳あり

総合司会︓⽚⼭清宏塾員 〔 松下政経塾 第31期 〕
伊崎⼤義塾⽣ ⽚⼭清宏塾員

※新型コロナウイルスの感染状況を鑑み、
開催形式が⼀部変更になる可能性が
あります。



第３部
16:30〜

（閉会17:00）

内⽥裕⼦⽒ 〔 経済ジャーナリスト / イノベディア代表 〕
⼤和証券を経て財部誠⼀事務所へ移籍、経済ジャーナリストとして活動。テレビ神奈川「神奈川ビジネスUp To 
Date」でメインキャスター、BSイレブン「タカラベnews&talk」サブキャスター等として出演。講演講師、経営アドバ
イザー、上場企業の社外取締役も務める。2020年、イノベーションに特化したメディア「イノベディア」を設⽴。

プログラム

PHOTOお申し込み
お問い合わせ

mail

松下政経塾 公開講座 LEADERS COLLEGE   担当︓⽚⼭

W.マーク・フルーエン⽒ 〔 サンノゼ州⽴⼤学 研究教授 〕
サンノゼ州⽴⼤学研究教授、慶應義塾⼤学訪問教授。カリフォルニア⼤学ロサンゼルス校訪問教授、ブリ
ティッシュ・コロンビア⼤学教授など歴任。Kikkoman（Harvard University Press, 1983）の出版により
経営史家としての世界的な名声を不動のものに。フランスのビジネススクールINSEADで教壇に⽴ち、実学的
な戦略経営論への関⼼を強めた後、The Japanese Enterprise System（Oxford University 
Press, 1992）、Knowledge Works（Oxford University Press, 1997） などを出版。

１

この活動は一般財団法人セブンイレブン

記念財団の助成を受けています。地域経済のサステナビリティ

第１部
13:30〜

第２部
14:55〜

● 基調講演 「シリコンバレーにおける企業の発展・衰退 」 ※通訳あり

湘南から世界へ。松下幸之助塾主の理念の下、松下政経塾のベースである湘南において、サステナビリティに取り組む⽅々を対象として、越境⼒で
世界を変えるリーダーの育成に貢献するとともに、塾主の⾜跡をたどりながら⼈間本性の真髄に近づき、湘南・⽇本・地球の問題解決に資するプラット
フォームとして、今、この地で、湘南国際フォーラムを実現する。2022年度は、経営史家W.マーク・フルーエン⽒（サンノゼ州⽴⼤学研究教授）を湘
南にお招きし、ご参加の⽅々とともに、アメリカ・シリコンバレーの経験を共有し、地域・国・地球の持続可能性について真摯に考える機会としたい。

申込方法：松下政経塾HPからお申し込みいただくか、以下メールに参加者の「氏名」「メールアドレス」「所属」

「参加方法（会場参加 or オンライン参加）」をお送りください。

● 講評

● 開会 / 主催者挨拶 松下政経塾紹介VTR上映

プラットフォームとしての湘南の可能性

コーディネーター

● パネルディスカッション
「地域経済のサステナビリティ〜プラットフォームとしての湘南の可能性〜」

⾕⼝和弘⽒ 〔 慶應義塾⼤学商学部 教授 〕
慶應義塾⼤学商学部教授、南開⼤学中国コーポレート・ガバナンス研究院招聘教授。ケンブリッジ⼤学企業研
究センター招聘フェローなど歴任。専⾨は⽐較制度分析、戦略経営論、会社と持続可能性。主な著書として
『⽇本の資本主義とフクシマ』、『経営原論』など。主な訳書として『ダイナミック・ケイパビリティ戦略』など。

パネリスト

⼤坪正⼈⽒ 〔 株式会社由紀精密 代表取締役 〕
茅ヶ崎市出⾝。東京⼤学⼤学院修了後、インクス（現ソライズ）⼊社。2006年 経営危機に瀕していた由紀
精密に⼊社し、常務取締役を経て代表取締役社⻑に就任。電気電⼦業界から航空宇宙医療関連へとビジネ
スの⽅向を転換し、10年間で売上4倍の⾼付加価値の会社へと改造。2017年 由紀ホールディングスを創業。

パネリスト

伊崎⼤義塾⽣ 〔 松下政経塾 42期⽣ 〕
福岡県北九州市出⾝。⼤阪⼤学⼈間科学部卒業後、関⻄電⼒で燃料貿易、オトバンクでITビジネスに携
わったのち松下政経塾⼊塾（42期⽣）。この国の閉塞感を打ち破るには、⾃⽴した地⽅政府による多様なソ
リューションの追求こそが重要であると考え、地⽅分権と国内外の都市間連携を通じた⽇本の繁栄を⽬指す。

パネリスト

W.マーク・フルーエン⽒ 〔 サンノゼ州⽴⼤学 研究教授 〕

● 松下政経塾 ドローン空撮映像 上映

参加者とパネリストとのクロスセッション（質疑応答）あり

● 閉会
⽚⼭清宏塾員 〔 松下政経塾 第31期 〕

藤沢市出⾝。厚⽊市役所、イギリス・スウェーデン海外研修派遣、神奈川県庁を経て、松下政経塾⼊塾
（第31期） 。2011年 NPO法⼈湘南ビジョン研究を設⽴、理事⻑に就任。海の環境問題に取り組み、「ブ
ルーフラッグ」の取得を推進。2019年「かながわ地球環境賞」受賞。慶應義塾⼤学SFC研究所上席所員。

総合司会

講 師

講 師

leaderscollege@mskj.or.jp

第１部〜第２部

オンライン中継あり

HP https://www.mskj.or.jp


